


























Sightseeing Resources of the Setouchi Region













































































































































































































































































































































み た ら い
手洗地区のまち並み
　安芸灘大橋を経由し，下蒲
かま
刈
がり
島，上蒲刈島，豊島を経て大崎下島の最東端に御手洗という地区
がある。この地区は文化財保護法第144条の規定に基づき平成６年に国から重要伝統的建造物群
保存地区に指定されており（全国で38番目の選定），江戸時代に潮待ち・風待ちの港町として栄
えた大小の商家，茶屋，船宿，神社，寺院など江戸中期から幕末の面影をとどめる建物や史跡が
数多く残されており，独特の雰囲気を醸（かも）し出している。
　御手洗という地名の起源は神宮皇后が三韓侵略の時，この地に立ち寄り，手を洗われた，とい
う言い伝えからこの名がついた，といわれている。
　細い路地の入口近くで神社に出会う。天満神社と言って菅原道真公が博多に流される際，船で
この地に立ち寄り，口をすすぎ，み手を洗われた，といわれている。
（1）金子邸
　菅原道真公を奉った天満神宮の対面に金子邸がある。金子邸に掲げられている説明文には次の
ように書かれている。「慶応２年（1866年）坂本龍馬の仲介で長州藩の桂小五郎と薩摩藩の西郷
隆盛との間で薩長同盟が結ばれたが，広島藩も薩長土肥の各藩と連携しその動乱に対応すること
とした。慶応３年11月25日長州軍は家老毛利内匠の指揮のもと奇兵，遊撃，整武，振武，第二奇
兵など７部隊が２隻の軍艦に分乗し，汽船鞠府号に先導され三田尻（防府）を出港，26日御手洗
に来着した。広島藩はこれに合流するため，諸兵総督岸九郎兵衛以下が兵を率いて24日汽船震天
図表2　「とびしま海道」エリア
出所：wikipedia.org/wiki/安芸灘諸島連絡架橋
写真13.　美しい安芸灘大橋の全景
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野村　康則・古山　友則
丸に乗り広島を出帆し，御手洗で長州軍が来るのを待っていた。そして金子邸にて長州軍との約
定が結ばれ，その夜震天丸を先発として討幕軍は京都に向けて出発した。これが有名な御手洗条
約である」。坂本龍馬・中岡慎太郎もたびたび来島し，ここで密談したという維新の激動の時代
に重要な役割を果たした場所であることがわかる。金子邸には現在も子孫が離れで暮らしてい
る。
（2）七卿落遺跡（しちきょうおちいせき）
　文久３年８月18日，公武合体派のクーデターによって敗れ
た討幕派の公卿のうち三条実美公ら七卿が長州藩兵に守ら
れ，京から都落ちしたあの有名な七卿一行が立ち寄り，宿泊
した場所が現在も残っている。元治元年長州藩は真木和泉守
を先発として兵を京都に進めたが蛤御門の変（禁門の変）で
敗れた。この時，三条実美ら五卿は京都における長州藩の勢
力挽回と共に入京しようとして長州を出て多度津（香川県）
まで登っていたが，京都の敗北を知り長州に引き返した。そ
の途中，７月22日から24日にかけてこの竹原屋（庄屋）で旅
の疲れを癒した。なお，この竹原屋には維新のころ，オラン
ダ商館のテレーマン・パクという人物が駐在して薩摩藩などと武器の密貿易もしていた。また文
久３年から慶応元年に至るまで広島藩は軍艦購入のため，薩摩藩から金十万両を借り，その返済
方法として米，銅，鉄などを御手洗で薩摩藩に渡していた（御手洗交易）。このように御手洗港
が維新の陰の舞台になったことは歴史家の知るところである（全文　七卿落遺跡地に掲げてあっ
た看板を参照）。ここはもと庄屋であるが，門構えなどはお寺風の建物である。
　御手洗地区は車で入ることができない細い路地が蟻の巣のように入り混じっている。住民によ
れば，昭和30年以前の建造物は呉市環境基本条例（平成11年３月16日制定）第17条などにより，
もとの外観が維持・保存されなければならず，改築する際などは市の許可が必要である。そうい
う条例のもとで，現存する御手洗地区は昭和30年代以前の風情を残しているようである。またこ
の地区は例外なく大変清潔に保たれている。これは住民の意識レベルが相当高いことを物語って
いる。
お　わ　り　に
　広島県が掲げた観光立県としての平成24年度における観光客数目標7000万人に対し，平成27 
年度は6,618万であり，目標には未達であるが着実に実績が伸びていることは事実である。特筆
すべきは外人観光客数が大幅に増加していることである。広島県が掲げた平成24年度目標に対
し，目標を達成しているのは唯一外人観光客数である。本論では広島県の観光を支えている福山
市・尾道市・呉市など瀬戸内沿岸における観光資源については，野村が以前より取材を行ってき
たが，今回は更に安田女子大学現代ビジネス学科古山講師が学科ゼミにて大崎上島の研究を行っ
ており，今回その魅力を加筆戴いた。瀬戸内の素晴らしい景観もさることながら，大崎上島には
今後のグローバル化に備えて学生の英語力を強化する体制整備が計画されており，「教育の島」
として広島県下だけではなく，日本全国からも将来ある子供たちが集まって来ることが見込ま
写真14.　七卿落遺跡
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瀬戸内地方の観光資源
れ，ますますこの地の名が全国に広がってゆくことと思われる。
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